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南大洋の生物資源
星 合 孝 男
「クジラも獲らないのに,南極まで何 をしに行 くので
すか」と言 う質問に悩まされていた頃から何年も経 って
いない.新 聞には,時 々ではあるが 「ナンキ ョクオキア
ミJの記事がでて,ス ーパーマーケットには僅かながら
「オキアミ」のパックが陳列されるようになった.ソ 連
の船が漁獲 した南大洋の魚が魚市場に揚げられている,
とい う話も一再ならず耳にする此頃である.
ヒゲクジラが乱獲によって減少 した.ヒ ゲクジラの主
な餌であったオキアミは増えたに違いない.北半球文明
圏の漁業資源は苦るしく損耗 してしまっている.こ れか
らは,オ キアミを中心とした南大洋の海洋資源に,・・我々
の要する動物蛋白質を仰 ぐ.ヒうになろうという考えが出
て くるのは当然のことであった.ヒ ゲクジラが喰ってい
てもビクともしなかった 「ナンキ ョクオキア ミ」の量で
ある.少 くとも ヒゲクジラの 捕食分は,我 々が獲って
も,南大洋の生態系を損なうことにはなるまい,と いう
考えは極めて容易にできる.
ヒゲクジラの餌料としてのナンキョクオキア ミは,こ
んな話が出る以前}こ,すでに多くの研究者によって調査
されてきている.立派な業績も多いが,何処で,ど の位
漁獲 しても,資源の減衰や生態系のバランスを崩さない
ですますことができるか,な どとい う具体的な問題に答
えを出すにはまだ資料不足である.比較的調査の進んで
いるオキアミですらこ うで あ る.魚類の生態について
は,ご く限られた種についての研究がなされただけで,
わからない点が非常に多い.マ ッコウクジラやアザラシ
類などの胃内容物中によく出て くるイカ類に至っては,
遊泳力が強 く,捕獲が困難であるため,そ の量,分 布の
状態などについての基本的なことさえ殆んどわかってい
ないと言ってよい.
こういった状況下で.1975年6月ノールウエーのオス
ローで開催された第8回 南極条約協議会議において,オ
キア ミ等の乱獲が南大洋の生態系のバランスを乱すこと
が懸念 され,生 物及び生態系に関する科学調査,及 び必
要な規制措置等について検討する必要のあることが提案
された.審議の結果,南 極条約協議国政府に対 し,次の
ような要旨の勧告がなされたのであった,1,南 極海洋
生物資源の生物学,分 布状態,生 物量,個 体群動態,及
び生態系に関する詳細な研究を開始 し,又は拡大すべき
である.2.南 極海洋生物資源の保存措置に関する研究
を奨励すぺきである.3.南 極研究科学委員会(SCAR)
に対 し,南極海洋生物資源の研究及び保存のための計画
について討議 し,報告するための会議 を,で きるだけ速
かに開催するよう奨励すべきである.
一方,　SCARでは,す でに南太洋の生物資源の重要性
を認識 し,1972年,第12回総会において,生 物作業部会
の提案に基づき,南大洋の海洋生物資源に関する小委員
会を設けることに していた.1974年,この小委員会はカ
ナダのモントリオールで第1回 の会合を開き 「南大洋の
国際生物学調査計画」の実施を提案 した.し たがって,
勧告を受けるや　SCAR[は,この小委員会を格上げ し
「南大洋海洋生物資源専門家グループ」を発足させた.
専門家 グループの第1回 の会合は1975年10月,英国のケ
ンブリッジで開催され,1976年8月,米国のウッズホー
ルにおいて会議をもち,海洋生物資源について討論を行
い,　SCARに対 し,生物資源研究に関する提言を行 うこ
ととした.
1976年8月にウッズホールで開かれた会議では,南 大
洋の資源生物についての知見が整理され,資 源の管理 ・
利用をするためには,基礎的問題をも含めて格段の努力
を研究のために払わなくてはならないことが,改めて認
識 された.そ の結果 「南極海洋生態系及び資源の生物学
的研究」を国際協力の下に実施すべきことが提案された
(このことに関 しては,簡 単ではあるが別に触れる.).
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南大洋の海洋生物資源の利用 ・管理 といった問題は,
直接,国立極地研究所の問題ではないように思われる.
しか し,この問題は海洋生物の科学的研究と密接な関連
をもっている.極地研究の中核機関としての極地研究所
は,科 学研究とい う面で海洋生物資源の問題に関心を持
っている.昨年,当所の生物医学専門委員会の中に漸 羊
生物資源分科会が設けられ,南 大洋 の生物資源に関す
る,これまでの日本の研究業績の レビューと研究の現況
並びに,今 後の研究のあり方等についての中間的なまと
めを行った.本年に入 り,この分科会は発展的に,南極
海洋生物資源特別委員会(所 長の諮問機関)と なり,す
でに,ウ ッズホールでの会議に対する事前検討,会議結
果の吟味等が行われた.
さて,「南極観測」での研究について考えてみると,
「ふ じ」は海洋生物の調査だけを目的とする観測船では
ない.従 って,観 測要員,観 測時間には 自ら制約があ
る.充 分な海洋生物観測を行 うには,国 内外の海洋観測
船 と多くの研究機関の力を借 りなくてはならない.し か
し,ふ じは砕氷船で定着氷内へも入 り得るし,昭和基地
は極地研究所の施設であり海岸にある.こ ういった地域
での観測を担当するのが,当 面極地研究所の海洋生物資
源問題に対する0!1:接的な貢献になり得るであろう.
一方,直接資源の利用 目的 とした調査船が各国から出
されている.我が国では,海 洋水産資源開発センターが
1972～3年から調査を開始 している.国外では,ソ 巡の
活動はすでに周知のところであり,他の国の関心 もこの
ところ,とみに高まっている,一例をあげれば,西 ドイ
ツは2隻 の船 を出 し,1975年10月から1976年1月まで,
ウェッデル海 を中心に莫大な試料を得たという.調査に
従事 した研究者は約40人にものぼったそうである.基礎
的な,理学的な研究だけでなく,応用学的な,水産学的
な面の研究もますます進めなくてはなるまい.こ の点で
は,企 業の出す船のデーターも貴重である.漁 獲と同時
に,研 究者の助言9に従っての資料収集にも努力すること
が望まれよう,
海洋生物資源の研究と一口に言っても,ことはこのよ
うに大規模,複 雑である.も し(そして多分),国際協
力による資源の研究が行われるとすれば,多岐にわたる
研究,及 び研究実施等にかかわる,連絡 ・調整 ・統合を
行 う組織を作 り,大いに調査研究をせねばなるまい.利
用と管理は一対の言葉として,国際的に流布 され てい
る.利用だけに専念することは,も はや許されないので
ある,
(筆者:国立極地研究所教授)
南 極 観 測 隊 便 り
一 第仔次越冬隊の近況一
8月に入って,前 半の天候は ぐずつき気味であった
が,後 半にはいってから概 して良い日が続いた,
7月30日10時(現地時間)芳 野隊長ほか後藤,村 上,
吉沢,高 橋,光 山の各隊員は昭和基地を出発,途 中順調
に走行を続け,8月5日18時50分(現地時間)全 員無
事,み ずほ観測拠点に到着 した.8月6日 より10[・1まで
に燃料の積一ドし,12kVA発電機,16kVA発電機の調整
をは じめ,屋 内において予定 した支援作業のすべてを終
了 した.8月11日,12日は帰途のためのそり編成,車ll雨
整備にあて,13日は休養,14日悪天候のため止むを得ず
出発を延期 した.翌15日10時25分(現地時間)み ずほ観
測拠点を出発 し,21日14時10分(現地時間)全 員無!拝昭
和基地に帰投 した.み ずほ観測拠点滞在の4名は全員健
康で異常な く,見事なチームワークを保ち,元 気で観測
に従事 している.昭和基地の各観測,設 営はともに順調
に続げられている.ロケット観測は,S-210JA-24号機
については、8月6日よりスタンバイを紡げ,8月17[/02
時45分発射成功.25号機は,8月25日組立終了スタンバ
イ,9月1日03時01分発射に成功,ま た23号機は,8月
19日より搭載計器点検開始,9月13日07時31分打ち上げ
に成功 した.これで第17次隊で持ち込みの ロケット7機
全機にわたり,実験に成功 したのである.厳 しい寒さの
中での作業は強い忍耐力と強い意志をもち施設設備につ
いても不充分なところでの実験は大変な重労働であ り,
また南極ならでは経験できないことである.に もかかわ
らず越冬隊は頑張 りつづけ,大 きな成果を上げることが
できた.こ の成果を第18次隊に引き継ぎ,よ り大きな研
究成果が期待 されている.
〔参 考〕
第17次隊 ロケット打ち上げ一覧
区分 ロケット(号機)i葺ち上音i(箋地蒔闇);備
11S-210JA-22t昭51.1.25
　
S-310
S-210
S-210
S-210
S-210
S-210
JA-1
JA-20
JA-21
JA-24
JA-25
JA-23
2,1
6.
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8,1
9.1
9.1
02:20
12:45
02:40
03:23
02:45
03:01
07:31
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一第16次観測隊長ら全員決まる一
11月25日に出発する第18次南極地域観測隊の隊員のう
ち,すでに隊長を含む27名が決定されていたが,昨年11
一2一
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月22e.1の第55回本 部 総 会 に お い て,第18次 南 極 地 域 観 測
隊 長(兼 越 冬隊 長)と して決 定 され てい た川 口 貞 男氏 の
病 気 に よ る辞 退 届 が受 理 され,9月1日 の南 極 本 部 連 絡
会 に お い て 楠宏 氏 が後 任 と して決 定 され た.ま た残 り3
名 の隊 員 と,南 極 条約 に 基 づ く交 換 科 学 者 も決 定,発 表
され た.
隊長(兼 越 冬隊 長):楠 宏(大10.11.18)理学 博 士,
国立 極 地 研 究所 教授 研 究 主 幹.
1極地 研 究歴;南 極 関 係 第1次(夏 隊),第8次 副 隊
長(夏 隣),第10次 隊 長(兼越 冬隊 長),第14次 隊 長
(夏隊),昭 和43{F米国 マ クマ ー ド基 地他.
互馴1」分 野 雪 氷 学.
雪 氷:藤 井理 行(昭22,1.11)
国 立 極 地 研 究所 研 究 系(文 部教 官 助 手)
通 信:長 谷 川TE道(昭18.2.20)
海 上 保 安 庁 警 備 救 難 部(海 上保 安官)
設 営 一 般:寺 井 啓(昭17,8,16)
国 立 極 地 研 究 所 研 究 系(文 部 教 官 助 手)
交 換 科 学 者:佐 藤 夏 雄(昭22.7.8)
国 立 極 地 研 究 所 研 究 系(文 部 教 官 助 手)
南 極 夏 期 間 に 約2カ 月 間,フ ラ ンスの ボル トー フ ラ
ンセ基 地(ケ ル ゲ レ ン島)に おい て超 高1曽物 理 学 的
観 世llをそ苛う,
一 マクマー ド基地への派遣一
1976～77年の南 極 マ クマ ー ド ・サ ウン ド地 域 一 帯 で の
野 外調 査 シー ズ ンに は,当 研 究 所 の 神沼 克 伊 助 教 授,矢
内 桂三 助 手 の2名 が 派 遣 され る.昨 シー ズ ンま で続 い た
DVDPに 替 り,今 シ ー ズ ンか らの テー マ は 「マ クマ ー
ド ・サ ウ ン ド地域 に お け る地球 科 学的 研 究 」 で あ る.
神 沼 助 教 授 は マ ク マー ド基 地 を 中 心 に 地 震 観測 を そ了
い,米 シー ズ ン.ニ ュ ー ジー ラ ン ドとの共 同観 測 が 予 定
され てい る マ ク マー ド・サ ウ ン ド地域 で の 地震 活 動 精 査
の ため の 種 々の テ ス トを行 う.
矢 内助 手は ロ ス島 や ドラ イバ レーで の 地 質 調 査 を行
う.昭 和 基 地 と異 り,マ クマ ー ド ・サ ウ ン ド付近 の 地 質
構 造 は,年 代 の 新 しい 岩 石 も多 く,南 極 大 陸 の形 成 史 を
探 る上 で,新 しい 知 見 が得 られ よ う.
こ の機 会 に,南 極 横 断 山脈 西 側 の氷 原 地 帯 に も入 り,
限 石 調査 も行 う.限 石 の宝 庫 「や ま と 山脈 」 で,南 極 で
の 限 石調 査 の経 験 を十 分 に積 ん で い る の で,成 果 が 期 待
さ れ る.こ の 調 査 に は,ア メ リカ側 か ら も参 加 し,ヘ リ
コ プ タ ーを駆 使 して 空 か らの 調査,標 高2,000mの氷 原
に キ ャ ン プ して の現 地 調 査 な どが 予 定 され て い る.
2人 は10月29臼に 日本 を出 発,11月初 旬 か らマ クマ ー
ド基 地 に 滞 在 し,神 沼 助 教 授 は12月下 旬,矢 内 助 手 は 米
ユ ー ス
年2月 中 旬帰 国 の 予 定 で あ る.
また11月29日か ら約2週 間,永nl武 所 長 もマ クマ ー ド
基 地 に 出 張 の予 定 で あ る.こ れ は ア メ リカ科 学 財.団(N
SF)の 招 請 に よ る も ので,マ クマ ー ド基 地 に 滞 在 し,
ロス島 や ドライバ レー地 域,ス コ ッ ト基 地,南 極 点 に あ
る ア ム ンゼ ン スコ ッ ト基 地 な ど を 視察 す る予 定 で あ る.
一第1了次越冬隊家族会開かる一
9月24[/1,東条 会 館 にお い て第17次越 冬隊 の 家 族 会 が
開 催 され た.今 回 は29家族 の うち25家族 がILfJr'i';'し,昭和
基 地 へ新 年 に届 け る第1使 や 送 金 の 説 明 が 中 心 で,他 に
も永 田所 長 の第17次隊 オ ブ ザ ー バ ー と して同 行 した 話 や
平 沢副 隊 長 の夏 隣 報告 等 が あ っ た.特 に 初 め て の 試 み と
して,昭 和 基 地 か ら 届 い た 「生 の声 」 の メ ッセ ー ジ が約
40分に わ た り披 露 され,出 港 後10ヵ月 ぶ りにlillく隊 員 の
元 気 な声 に 感激 し涙 す る家 族 も あ っ た.同 時 に 会 場 にお
い て 家 族 の 声 を録 音 し後|i編1集して基 地 に送 る こ と にな
っ てい る.
一順石展開かる一
「1本標 準 時.子午 糸}艮(東経135度)の 通 過 地点 に あ る明
石iii":天文 科 学 館 に お い て 「'j':宙か らの 使 者 ・… ・」 と副
題 の つい た 明 石 展 が8月1日 か ら9月5日 まで開 催 され
た.こ の 期 間 は 子 供 連 に と って 夏休 み で もあ り,延 べ3
万 人 の入 場 者 が あ っ た.当 研 究 所 は 向 斜 学 館fからの依 頼
に よ り,南 極 のや ま と陽 石5点 と限 石構 造 写 真1α点を 貸
し出 し出 品 した.国 内 外 の明 石 等17点が 出 品 され,日 本
で最 古 と して知 られ てい る篠 ケ瀬 限 石 や ア メ リカで 発 見
さ れ た マ ウ ン ト阻 鉄 も展 示 され た.特 に 南 極 大陸 で 収 集
した 「や ま と陽 石 」 は 入 場 者の 興 味 をひ き南 極 観 測 」撲
の 啓 蒙 に一 役 か っ た.
■
一
?
?
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国際会議報告 シンポジウム報告
一南大洋生物資源拡大専門家会議一
一昭和基地周辺の第四紀研究シンポジウムー
昭和51年8月16日 か ら21日ま で,　SCAR/SCORの南大
洋 生 物 資源 拡 大 専 門家 会議 が,ア メ リカ合 衆 国 科 学 ア カ
デ ミー の肝 入 りで,ウ ッ ズホ ー ル に あ る科 学 ア カ デ ミー
のSummer　Studies　Centerで開{illされ た.本 会 議 は,
第8回 南極 条約 協 議 会 議 の勧 告 に基 づい て開 催 され た も
の で あ り,南 大 洋 の海 洋 生 物 資 源 が注 目 を あ び てい る現
況 にか ん がみ,南 大 洋 の生 物 資 源 量 の 評 価 と,資 源 生 物
が生 態 系 の 中 で 占 め る生 態 学 的 な位 置 と役 割 りの 検 討 と
を す る こ と,更 に,そ れ ら資 源 を管 理 ・利 用 す る方 途 を
得 る た め の研 究 計 画 を立 案 す る こ と を 目的 と した もの で
あ る.参 加 者 は,オ ー ス トラ リア,ア ル ゼ ンチ ン,チ リ,
フ ラ ンス,ニ ュー ジ ー ラ ン ド,日 本,ノ ー ル ウ ェ ー,南
ア フ リカ,連 合 王 国,ア メ リカ合 衆 国,ポ ー ラ ン ド,カ
ナ ダ,西 ドイ ツの 諸 国 と,　FAO/ACMRR,　IWC,　IOC,
OSB/SCOR.　INCNなどの 機 関 か ら約60名で あ った.南
大 洋 の オ キ ア ミ,魚 類 の漁 獲 を実 際 に 行 っ てい る ソ連 か
らの参 加 者 が無 い こ とは,皆 等 し く奇 異 に 感 じた と ころ
で あ っ た.我 が 国 か らは,根 本 敬 久(東 大海 洋 研),奈 須
敬 二(水産 資 源 開 発 セ ン タ ー),大 山 龍 蔵(遠 洋 水 研),河
村 章 人(鯨 類 研),星 合 孝 男(極 地 研)の5名 が 参 加 した.
最 近 の各 国 の 南 大 洋 に お け る資 源 生 物 に 関 す る調査 の
報 告 が 全 体 会 議 で 行 わ れ た.つ い で 海 産哺 乳 動 物 と鳥
類,魚 類,頭 足 類,オ キ ア ミ,い せ え び ・か に ・貝,海
藻 類 な ど の 資源 生 物 に つい ての 知 見 の レビ 斗一 と今後 の
研 究 に お け る問 題 点 の整 理 とが,そ れ ぞ れ の作 業 委 員 会
で行 われ た.作 業 委 員 会 で の 検 討 の 結 果 は 改 め て 全体 会
議 で ま とめ られ,南 大 洋 の 資 源 生 物 の 現 存 量,蒋 生産 量
等,資 源 の利 用,管 理 に 必 要 で あ りな が ら,ま だ 明 らか
で ない 点 が整 理 され た.
更 に,生 態 系 の モ デ リン グに よる研 究,リ モ ー トセ ン
シ ングに よ る研 究 等 の研 究 技 術 の 問 題 が 討議 され,研 究
調 査 の 実 施 の場 とな る,観 測 ・調査 船,観 測 基 地 の あ り
方,そ こで の 観 測 項U等 が 検 討 され た.
以 上 を ま とめ て,国 際 協 力 に よる広 汎 な研 究 を10年間
余 に わ た っ.て実 施 す る　Biological　Investigation　of
Marine　 Antarctic　Systems　and　Stoks(略 し て
BIOMASS)計 画 を,　 SCAR,　SCOR.・.et提出 し,こ れ ら
を通 して南極条約協議会議 と　IOCにまで.Lげようとい
う こ とに な っ た.
引き続き21,23,24の3H間,　SCAR/SCORの南大
洋海洋生物資源専門家会議が開催され,拡大会議での討
議の結果がとりまとめられた.
(筆者:国 立極地研究所教授 星合孝男)
8月30日,国立教育会館で昭和基地周辺の第四紀研究
シンポジウムが開かれた.こ のシンポジウムは,第14次
～第16次隊で実施きれた リュツォホルム湾東部の予察的
な海底地形調査が一応終了したのを機会に,こ れまで南
極観測に参加 した地理学関係者が集 り,今後開かれるべ
き地学関係の総合的なシンポジウムの準備として,これ
までの知識の総括を試み,ま た今後の研究の方向につい
て議論するため開かれたものである.従 って,当初は数
名の関係者のみによる非公式の討論を行 うものとして企
画されたが,そ の後折角の機会でもあるので,広 く他分
野からの批判をも仰ぐべく,当研究所主催の公開 シンポ
ジウムに切替えられた.
以上のような日的であったので,個人又はグループに
よる研究発表という形式をとらず,4つ の課題を設定 し
て,こ れを4名の担当者に報告させ,他はこれに対 して
コメントを行い,後 に総合的な討論を行 うという方式で
会が運営 された.
地理部門では,第13次隊まで沿岸地域では露岩で氷河
地形,周 氷河地形,隆 起海岸の地形の調査,湖 沼調査,
海域で海底地形調査,沿 岸氷河 で形態や流動の観測を
行い,内 陸では氷床の地形や,や まと山脈の氷河地形の
調査,気 象観測などを行ってきた.こ れらはこの地域の
およその特性を広 く把握するための概査 として行われた
といってよい.第14次隊からの海底地形調査は,第9次
隊で行われたものをふまえて,よ り細かな精査を目指 し
たものである.さまざまな条件に支配きれて,調査地域
は16次まででも充分であるとはいえないが,そ れ以前の
調査 とは異なる観点からのものであったといえよう.
設定された課題 と報告者は,1)現存氷河の諸性質(吉
出栄夫),2)過去の氷河作用 と地形(小 元久仁夫),3)
周氷河現象(森 脇喜一),4)隆起汀線(野 上道男)で あ
る.これらの報告に関連 して,戸谷洋,藤 原健蔵,小 躊
尚,林 正久から,地形学の立場から南極観測でどんな寄
与ができるか,個 々の課題における問題点と今後の研究
の方向などについて コメントがあった.ま た地質,生
物,地 殻物理,雪 氷などの他分野か らのア ドバイスとし
て,矢 内桂三氏から地質構造,星 合孝男氏から海棲動物
の生態,神 沼克伊氏から地殻変動,楠 宏から氷床の性質
と雪氷部門の今後の課題についてコメントがあり,永|.U
所長からも地球物理学的考察と関連させることの必要性
が述べられた.
参会者は30名ほどであったが,今後地学の一分野とし
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て研究をさらに深める上で,意 義あるシンポジウムであ
ったといえよう.研究成果は,個 々に発表されるものの
ほか,海 底地形図や地形学図の形でまとめられる予定で
ある.
一第一回南極環境科学シンポジウムー
9月27口,国立教育会館で,第1回 南極環境科学シン
ポジウムが開かれた.参加者約60名,午前9時から午後
7時まで,12の講演が行われ,活濃な論議が交され盛会
であった.
昭和基地周辺の自然環境に関する先駆的研究は宗谷の
時代から行われてきたが,昭和41年の基地再開に伴 う越
冬人員の増加につれて環境科学は本格化 してきた。特に,
最近,北 半球文明圏での自然環境に対する人の影響が問
題になるにつれ,南 極でも直接的な或は間接的な人の影
響を無視 して過ごすことは出来なくなった.こ ういった
背景の下で,第15次隊(昭 和49年)から 「昭和基地の生
物圏を中心 とすを環境科学総合研究」が,医学 ・地球化
学 ・生物学3部 門の協同で開始され,昭 和50年の第16次
隊の行動で一段落 した.今後 も一部の研究は継続される
が,こ れまでの研究結果を持ち寄り検討 し今後のまとめ
に資そうとい うのがこのシンポジウムの主旨であった.
講題は3部 門から4題ずつが出された.地球化学部門
では,空 気中の二酸化炭素量や雪氷中の水銀量が年々増
加 していることが報告され,今 後の追跡調査の必要が論
じられた.次 いで,露 岩にある湖沼水の特性,土 砂中の
微量元素の分布が報告された.生物学部門では,リ ュツ
ォホルム湾沿岸の露岩での地衣 ・コケ類の分布と,環境
条件との関係が,詳細に論 じられる一方,夏期における
基地での建設作業に伴 う,人の影響の及ぶ範囲が示 され
た.医学部門では越冬隊員の毛髪内の水銀が越冬期間中
に低い価に収束すること,や まと山脈に旅行 した隊員の
体内のセシウム137の量が,基 地にいた隊員のそれより
多かったことなどが発表され,今 後,そ れらの現象の原
因をどうつき突めるかに議論が集中 した,また細菌学的
な面での報告は,越 冬生活のし方に示唆を与える興味深
いものであった.
全体を通 じて,い くつかの問題点が明確化されては来
たが,そ の原因や,現 象の発現機構を明らかにするため
には,改 めて計画的な調査研究を実施する必要があるよ
うに感 じられた,
プ ロ グ ラ ム
1.昭和基地の地表大気中の二酸化炭素
2.極地雪氷中の微量化学成分
3.南極湖沼の地球化学的特徴
4.昭和基地周辺の微量元素の分布
5.露岩地帯における植物群落の御成と分布について
6.オ ングル島周辺の蘇類分布と環境要因
7.陸上植物の分布と水分及び養分との関係
8.昭和基地の環境汚染
9.越冬隊員の重金属汚染
10.越冬隊員の体内放射性物質の研究
11.昭和基地を中心とした嫌気性菌の分布
12.大腸菌を指標 とした昭和基地周辺の汚染調査
南極における無人観測施設の紹介
オーロラフレアを解明するために計画された南極昭和
基地でのIMS期 間中の観測計画は,〔1)ロケット・気球
による超高層物理現象の直接観測,② 人工衛星観測デー
タのテレメトリー受信,(3漁人ステーションを含む地上
観測網の建設,{4}昭和基地一静止衛星(GEOS)一レイキ
ャビックを結ぶ共役点観測が骨子とされている.地上観
測によって磁気圏サブストームの解明を効果的に行 うた
めには,従 来昭和基地で実施 してきた1地点での観測の
みに頼るのでは不充分で地上に観測網をは りめ ぐら す
こと,即 ち多点観測を実施することがと りわ け重要で
ある.　IMS期間中に 南極昭和基地周辺には,昭 和基地
(69°00'S,39°36'E)の南東約270km離れた南極大
陸氷床上にあるみずほ観測拠点(70°42ts,44°18'E)
及びここを中心として南十字星のかたちに,中心から約
150km離れた4つ の地点A1～A.に超高層観測地点を
設置することが計画されている,みずほ観測拠点は有人
基地として,既に第17次観測隊(1976年)が4名の観測
隊員を越冬させ,極 光 ・地磁気 ・VLF帯自然電波 ・電
離層等の観測を開始 している,しか しながら,有人基地
をこれ以上増設することが不可能な現在の日本南極地域
観測隊の規模からして計画されたAt-A.の超高層観測
点群については無人観測施設を考えなければならない.
そこで最低気温一60℃・ブリザー ドなど南極の苛酷な自
然条件に充分耐えうる無人観測装置の開発が必要となっ
てきている.無人観測装置の開発に当って解決 しなげれ
ばならない問題は,① 電力供給の方法,② 観測機器の保
護方法(特 に保温の問題),③長時間記録方法,④ 正確
な時刻表示法,⑤ 記録伝達方法などがあげられる.
1.設 置予定場所及び観測期間
図に示されるA,～A,の無人観測配置予定点のうち第.
18次隊ではA1点とAs点に無人観測施設を設営 し,昭和
基地周辺の観測網の うち地磁気子午線に沿ったネットを
完成 させる計画である.
As点(約71°30'S,47°36'E,標高2,675m)に設置
することを予定 している施設は,試作無人観測施設と称
するもので,小 型の風力発電機(0,2kWx2台)を保 「
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Al点の年平均風速が約10m/sであることから,本発
電機は計画される観測機器及び保温用ヒーターなどの電
力需要を充分満たす特性を有 している もの と判断でき
る.ま たこの風力発電機は対風安全対策とし①過充電防
止回路,② 過電流防止回路,③ 過風圧防止回路など安全
制御回路を有 している,
保温対策は前述の観測小舎の中に,各 観測機器類は独
立 した8個 の保温箱に振 り分げ,そ の容積に応 じた定格
のヒーターを具備 し,さらに,各機器の低温動作仕様を
満足する温度制御が自動的に行えるような設計をした.
3.観 測項 目の概要
次に第18次隊の無人観測施設で計画 してい る観測項
目,観測装置及び記録方式などを示す.
昭和基地及びみずほ観測拠点周辺の無人観測
点配置図
第18次隊観測計画
濫用電源 ・空気積層電池を観測用電源として使用 し,約
4か月間の地磁気変化三成分データを収録する能力を有
する装置である.
A1点(約69°36'S,42°OOE,標高1,540m)の設置予
定施設は新無人観測施設と称 し,試作無人観測装置の経
験と予算を噛み合せて設計 した無人観測施設で,大型風
力発電機(1,2kW)と2次電池の組み合せで 浮動電源
方式を電源 として採用 し,年間を通 しての観測記録収得
の可能性を有 した装置である.
2.無 人観測施設の概要
A3点の試作無人観測装置については 既に 機会あるご
とに述べてきたが,こ こではAt点 に設置予定の新無人
観測施設の概要について述べる.
第18次隊の計画する無人観測施設は,市販の冷凍庫に
若干の改造を試みた観測小舎(2,512×1,608x2,400)・
パワーソースとしての風力発電機(3φ1,2kW)及び各
観測機器類で構成される.その概要図を次に示す.
:..
観測 項 目 観 測 装置.測定周波数 記録 方 式
饗磁気三成
.
二言繍DC－ 囎1
.デジ タ ル記 翁
(DR-600)
1 ～4か 月
1
電 離 層 吸 収 リオ メ ー タ ー:30MHz.〃一..一 一..
地 磁 気 脈 動 イ ン ダ クシ ョ
(三成 分)ン ・磁力 計
ア ナ ロ グ 記 録O
.OOI""3Hz(R -920L)
(2,5Hz). ～3か 月
1。計二 元 締 デジ夕露
環 境 要 素 計 ・風 向 風 速750～1,050
計 他mb(0.1mb)
O～50m(lm).
.　(MICRO
DAP-2000).
～4か 月
この観測計画で期待されることは,サ ブス トームに関
連 したULF波 動の発生 と伝播機構の解明,あ るいはサ
プストームに関連 した電流系の構造解明に飛躍的な情報
を与えるであろうことである.さ らに,昭和基地 ・みず
ほ観測拠点での観測,地機気共役点における観測及びこ
れらと同時に人工衛星 ・ロケット・大気球等飛翔体を利
用 した観測を実施することによって,磁
気圏サプス トーム機構を統合的に解明す
るために寄与するデーターを得ることが
できよう.
なお,第19次隊が計画する予定のA,,
A4の無人観測施設も,大要に おい ては
第18次隊の計画 したものに沿った形にな
るものと考えられる.
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〔研究系〕
職 員 異 動
一新規教官の紹介一
文部教官教授地学研究部門
昭29.3
31.3
34.4
37.1
39.7
48.4
51.9.1
よ し だ よ し お
吉田栄夫
東京大学理学部卒業
東京大学大学院博士課程修了
東京都立大学助手
お茶の水大学講師
広島大学助教授
広島大学教授
国立極地研究所教授
専門分野:自 然地理学
昭32第2次 南極地域観測隊員
34第4次 南極地域観測隊員
41第8次 南極地域観測隊員
49第16次南極地域観測隊副隊長
あえ しん じ
文部教官助教授雪氷学研究部門 前f菅 爾
昭37.3北 海道大学理学部卒業
42.3北 海道大学大学院博士課程修了
46.9名 古屋大学助教授
51.10.1国立極地研究所助教授
専門分野:雪氷学
さ と うな つ あナ
文部教官助手地球物理学研究部門 佐藤夏雄
昭46.3山 形大学理学部卒業
48.3東 京大学大学院修士課程修了
51.10.1国立極地研究所助手
専門分野:超 高層物理学
昭48第15次南極地域観測隊員
もり オっき き 　　あ
文部教官助手地学研究部門 森脇喜一
昭43.3広 島大学教育学部卒業
45.3広 島大学大学院修士課程修了
46.10広島大学助手
51.10,1国立極地研究所助手
専門分野:地 形学
昭46第13次南極地域観測隊員
48第15次南極地域観測隊員
51第18次南極地域観測隊員
〔資料系〕
ふな き みわる
文部教官助手非生物系資料部門 船木 實
昭47.3秋 田大学鉱山学部卒業
49.3秋 田大学大学院修士課程修了
51.10.1国立極地研究所助手
専門分野:採 鉱学
昭49第16次南極地域観測隊員
ユ ー ス
一般概況
第17次隊 月例報告
〈51年了月 ・8月 〉
7月は大陸の高気圧が発達 して良い天気が続 き気温は
低目に経過 した.昭和基地では7月11日に太陽が地平線
に顔を出し越冬生活も活気を取り戻 した.7月30日以来
隊長以下6名 で燃料補給のため,み ずほへの冬旅行を実
施 し所期の目的を達成 し8月21日,無事昭和基地に帰投
した.み ずほ観測拠点滞在の4名は全員,健 康に異常な
く元気で観測に従事 している.
観測報告
7月26日午前3時,真 上を通る電離層観測衛星ISIS1
とロケットS210JA-21号機及び昭和基地,み ずほ観
測拠点との第2回,立 体同時観測に成功,更 に8月17日
02時54分S210JA-24号機の打ち上げに成功 した.
気象概況:7月 は大陸高気圧の張出し強 く低気圧の基
地接近が少なかったため気温は低 目で7月11日には本年
これまでの最低気温(-37.8℃)を記録 した.8月 前半
は,は っきりしない天気が続いたが後半は晴天が続き月
末には冷え込み厳 しく8月におけ る従来 の最 低 気 温
一39.6℃を更新 し一41.4℃を記録,月 平均 気 温 も約
4℃ も低かった.
区 分7月8月
平 均 気 温
月最高気温
月最低気温
月最大風速
一21.4℃
-6 .2℃
-37.9℃
29.6m/sec
－23.2℃
-8 .7℃
-41.4℃
31.6m/sec
常設報告
燃料消費内訳
1
7月
区 分 一一.....一.一.
消費量:残
単位'
一1.・ 月
量1消矧 残 量
普 通 軽Vlh13,9001992,09S:16,660i215,n95
1`
灯 油5・980148,21519tg99.L41!itZl{
8月30口に はD31ARの 大 陸 輸送(と っ つ き岬 よ りS
-16)に 成 功 した .通 信状 態 の 方 は7月,8月 を通 して
あ ま り良 くな か った が8月 後 半,良 ・不 良 が か な りは っ
き り して き た よ うで 状 態 は 徐 々に 良 くな って い る.み ず
ほ 冬旅 行 で は ヘ リカ ル ホ イ ップ を使 用 した 結 果,通 信状
態 の 良 い時 に は往 復 と も走行 中 に運 用 可 能 で あ った.そ
の 他 す べて 順 調 に経 過 して い る.
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一雪に魅せられた人びと一
極 地 研 ニ ュ ー ス
本書は,雪 に魅せられた人々の中から,その先覚をな
したウィルソン ・A・ベントレー,中谷宇吉郎,土 井利
位,デ カル トの雪の結晶に関する業績とその生 き方を平
易な文章と美 しい写真や図で紹介 している.特にペント
レ・一については,本 書の5/6(127ページ)を使った力作
で,残 りの27ペー ジで中谷,利 位,デ カル トを簡明に記
述 している.
本書は,雪氷学者である著者が,ベ ントレーという偉
人の生家を尋ね,彼 の遺品にふれ心を打たれることから
始まる,彼は66歳で死ぬまでの大半を雪 と霜の結晶を写
真に撮ることに打ち込んだ人で,こ の章では彼が雪の結
晶をどんなに愛 してたかを克明に紹介 している.ま た彼
は一生独身で過 し,収入のほとんどを雪の写真に使い,
雪の撮影のあい問をみて農業という本業をやった彼独特
の生 き方がよく判るように描写されている.著者は,べ
ントレーを雪の科学者 ・芸術家 としてだけでなく,詩人
としてとらえているところなどおもしろい.
中谷宇吉郎のことは一般によく知られてお り,彼につ
いての本はいくつか発行されているので,こ こでは簡単
に彼の業績 と偉大さを紹介 している.し かし土井利位に
ついてはもっと紙面を多 く使って紹介 してほ しかった.
近代科学を欧米に頼っていた日本に,す でに江戸時代雪
の結晶を顕微鏡で観察 し,スケッチし,それを木版画刷
りの本に残 した下総国古賀城主である土井利位について
はあまりにも知られていない.著 者は 「雪華図説考」(築
地書館)な どの諸本に彼を詳 しく紹介 しているが,こ の
ような一般向けの本の中でもベ ントレー同様もっと紹介
してほしかった.著者の考察による雪の結晶と家紋 との
関係などは興味深い.「 方法序説」などで有名なデカル
トは虫眼鏡で雪を見,六 方対称であることを発見 してい
る.な にしろ17世紀のことであるから資料は少な く不正
確ではあろうが,利 位同様もっと詳 しく紹介 してほ しか
った.
〔小林rr頸作者1975年 築地書館発行〕
(筆者:国 立極地研究所資料系 船木 実)
極地豆事典
やまと陽石
昭和基地の南方約300kmに位置するやまと山脈周辺
から多量の限石が発見 され た.そ の数は 現在まで 約
1,000個,総重量は約100kgである.
1969年12月第10次隊がやまと山脈南端の裸氷上で氷河
流動の観測中,偶 然最初の明石を発見 した.同 隊は最初
の発見場所近くからさらに8個 の限石を採集 した.発 見
された陽石は固有の名前が付けられるのが世界的な慣習
であ り,これらの限石には発見地域の名称であるやまと
山脈にちなんで 「やまと鳴石」と命名された.さ らに,
同地域を再訪問した第13次隊(1973)により12個が発見
採集 された.発見の場所もやまと山脈南端から南西の採
氷域に拡大 した.こ のような発見の状況をふまえ,第15
次隊(1974)は同地域に於ける組織的な限石探査 を実施
した.ま ず,初 めて限石が発見された地域 の 裸水域10
km四 方 の範 囲 を くわ し く探 査 した と こ ろ大 小 約200個
の 限 石 を発 見 した.
さ らに,探 査 域 を山脈 の 南西 部 か ら西 部 の採 氷 域 へ と
拡 大 し,雪F:車 で600km走 行 して探 査 した 結 果,第15
次 隊 と して 合計663個 の 明石 を発 見 す る こ と が で きた.
探 査 旅 行 の時 夕 食後 の1時 間程 の散 歩 で20～30個が採 集
で き る異常 さ で あ っ た.探 査 は さ ら に第16次隊(1975)
に も 引 き継 が れ,や ま と 山脈 北 方 及 び東 方 の裸 氷 か ら も
ぞ くぞ く と発 見 され,同 隊 は や ま と限 石 の 中 の最 大 の 限
石(約11kg,コ ン ドライ ト)を は じめ 合 計307個を採 集
した.こ れ ら の隅 石 は1個 の例 外 を除 きす べ て 裸 氷(い
わ ゆ る 青氷)の 表 面 か ら発 見 され た.現 在 頗 石 の 分 類 同
定 の作 業が 進 行 中 で あ るが,こ れ らの 鳴石 種 は唄 鉄,石
鉄 限 石,コ ン ドライ ト,エ コ ン ドライ ト,炭 素質 コ ン ド
ラ イ ト限 石 の 一通 りの 種 類 を網 羅 して い る.こ の よ うに
種 に 富 む こ とが や ま と瞑 石 の 最大 の特 徴 で,こ の こ と は
陽 石 研 究 に き わ め て好 都 合 と言 え よ う.
宇 宙物 質 と して の や ま と限 石 の価 値 も さ る こ と な が
ら,こ の隅 石 が南 極 の氷 河 研 究 に重 要 な鍵 に な る こ と も
予想 され る.
な お,や ま と限 石 を除 く世 界 の明 石 コ レク シ ョンは 現
在 約2,000～3,000個,その うち 日本 産 は わ ず か28個に す
ぎ ない.
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